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澤透法は降雨乙これ匚伴う流出蚩Lの関保匚フいて新UU 

"フ物理的粮挽Iこ基い巨一方法である。これ水展同丄面用 

Iこフいてはなあ号究夜べ兰分<の点を殁Uているび、森林 

の理木,機能匚フI)ての馴兜万法よしては、貝/依的に土地及 

び拙被植生また0:その取扱匚よる渉.透特性套明らな匕U、 

その降市呆L地表流五量丄の回｝こ於ける作用瓦數量的に表 

わい得る忘匚だいて、從來堂束艺汎而书容易匚達成b得宜 

弘フた点、の研兜匚対u、甚：e存望点る儒究広lいフてよく、 

U次・この研究在重河弟數の資料在得る匚至らぱ林相その 

他の捆被植生の流出墨Iこ’及ぼす勦響左斂星的!Z判定し縛、 

治山枝術上展足有益卷るー方法土;aるべ、きこ丄在鄭待する 

二丄・敢て不当!こあらざるセの丄云フこよい丄思われる。 

Cook依の論又は渗透あの最近の段階直却る匚便利であ 

るので、平EB博士坊これ在訳されたなら取り敢之ず謄写b 

て間保各位の谷方に供it Zu Lす幻书仞である。

/業試験場防災部長

王 号 三 棄 寿



訳者 の こ丄ぽ

ー沉傾匚是け&個〃の隆閑の量丄廿四匚俾フて流紀出る河のー断 

面匹通る流壁丄:の・関係にフいてGし從來最4広く行われる书の日所・ 

謂源由率で、誤降雨の総量Iこ対する全増水疮つ比である。bかGこ 

の両者の阕係日降由前の流回の範湿ツ降両の理式(趋彥あよび其時 

回的分亦)’や流域の両量分布等の蒲因干によフて変るので、武場合 

の比仁よフて他の場合の雨量ならの流量生推募するこ丄U出來互い。 

ぞこで也7t千我,決水防禦、潅漑等の重莲・板目的のためにこの両者 

の関係にフいて研究b、降木量の饅測なJ信頓すべさ擂氷屋主椎算 

甘/b<しす&桂Qの詛み次点されていふ•例え成UniT hydrog- 

raph 法Q更(こ二わ左粒!我 bE SynThetic unit graph 

法枝ども実用的方法のーフである。わなしこれら4日まで提出さ北 

た万あば何れT経骑的のセので或程理の誤莞下笑国に供U律る丄い 

うIこ過ぎまい。然5C 193 5^^'^^ Robert E. Horton 

!こ依フて提〇昌され、 电・の後聞自身並匚その共鳴吞達Iこよフて展囲 

された滲透法は、雨7にび河木ん互2!経過途上［c起る諳•事象在椭択0. 

ニれに报顶在置いた书ので、ヤの•暮本Lほ©考;t方回物理的合理的 

宜=0つで南g). Uなレこの方法の宾・噪の藏用Iこ当フて日、氷仞流域 

上の經過(こをいて未だ具体旳に阳らスにされていない点灰あり、§ . 

あアくの推定上羽I断に頼らほけ汎ばれらるい点书ありゝ現狂で口未 

芝一般U程用さわる方法Lは日っていねい丄いたお•二の方法び提 

唱さあて以來実際の河・川Iここれ在通困レた例7歩く百い女、往々こ： 

れ在誤用したものもあり、 点京の困語句区口匚百フているので、 

こ、!ご紹仆する000Kの論文.はこ洪•ら苞一応整理し、今後研兇を 

零す•？>詰点瓦朗らなにU、办フこの方法の屐用Iこ依フて今後Iこ郞待 

される適用価値匚フいて逑ベ、渗透法の現段階荏明らなにUた点Iこ 

於いて甚た有血な裕のL信ずる。

降雨び河水上反る経過は、まず地上(こ到達した両水(植生のあ◎ 

場合は降雨の一部Dその技葉に遍断される)目地表面匚だいて一部
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分日吸收自れ、哝畋リ切れ匠い鄂分日地上匚溜積"、そり灰或雇度 

匚百0史傾斜•匚從フて流動U塢勿日。地表舛面£花誕れるWの在她 

上流C 〇'/erl a nd Flow)去いうび・地(fflの通り易いLjろ庄希 

丸,所謂回裂全作り、これが集合フて爪水流L臣リゝ更匸而各匚入 

リ谷に集ぎって次オ匚恒久旳水務!こ:のである。公く して地液・面 

主流わて河匕入る=0の左地表流下量C Surface runoff)よ秣 

U,これが降雨Iこよフて河7Kの増恙在來す书のである(この外に河 

道のA®_tt直根降る雨ifあ&)。從フて増水在來す地表流下荏起 

すIこは兩の强废が地面で雨水氷吸収されるしート(重位時同の麓’) 

を題すようIこほら巨けをば起ら互い。她面の水在吸收タるこ:丄・を・渗

( InMLt-rati on) Lいう。渗适しート左チ上い降雨惡度 

至ら上すれぽ£-z巨地表漩下"L宜る式き雨の部分で、これを降 

雨餘剌(R&inf顼U excess 丄いう〇た、、しこ:ヽI-注意す 

べさほ院南強蔑が滲透しート套超せば直万!こ地表流下な’起るつでは 

点く、地表匸木の流氾び起るIこは或程度の厚さの木層ケ出來なけ沮 

ぽさら互い。普通山腹或平坦で版板<天山の凹凸なあるなら、 まず 

その窪改の部分がすべて水匚充匠M股、更匸朮が二れ在通ずように 

点らなけW料面一休の流下口起ら"。歩く地表流マ実際Iこ起 

るように击フた丄き匚地表面に残フている木星あ魅簽四量(以"ー 

rTace detention^ 共た口地表貯溜c Surface sto- 

rage) Lいう。地上匚植生のあ&場合匚白その遮断童f地表貯溜 

量中匸含まれるのお普通である“

一方地中匚滲透し沱水の方は最初<こ地表附近の土層の土湿不足( 

MoisTure deficiency) (土の保湿容覺上現在のi•湿Lの 

〇花補うのに費やされ、百あ渗遣する水があ光ぼ次オ匚下万匚礙カb 

て弛下水面匚崖してニれ乱高め。河木Q降浦(ぎた自融雪)状あ泣 

ば丑丄して地表流下匚よフて增朱する状、その影督次無く臣プV、ら 

ば地下氷によフて誉わ电る。袖下水からゆ佚給は地下木面の高さによ 

って決ま!J ,新た(3地下木面えの供給ガ再U埸合日日瓦經るIこ從フて 

減水す羣こ:の淑木の猥況口地下水減水曲線(D中母ion cun/E)

—4 — • 

匚よフてあわされる。降雨(Mた成訥雪1)匚よフて地下木面の増高 

次あ丸成、¥汎匚亦じて池ド木供給・增す。そこ:で或降雨匚律う流 

屋の実測値なら地下水供給あ荒引い;64)のが地表流下量;である丄い 

う二上に点る。

然るにこ、匸そうーフ别の経路狂探フて间刑上有るものびある。

¥れI3 一旦地电に渗落するび、,土患の層也Iこよフで木を透過する能 

カ丸冥互り、上層目よ<木左透す水下•層ば透し危くい場合、玄栏以 

岩上の土層状浅く小フ透木性の良I)場合愆どJこGL适の址下木丄な 

らずR途中の透水性の慈い層の上に溜積(jて所謂宿木L有り、ご汎 

灰側方の速度在得て河適に入る旬の次ある“ニれ庄地下流出てmスー 

bsurt<5ce干し ow")ぎた叫申回流出(InTer千| ow)丄いう。 

晉通流城で恩以上の三フの怒路瓦程t河木Lほるのであ・るが、¢2[al 

流出が、あゐかほUな、またセれな比較的多い夙歩いなQ土層構成匚 

よるがまた降雨の量ぐ時(S!に・よるので一々の流域仁よフて異日る 

のである。 •

滲透法による漩出量嵐推算は一方に土地の各状態岳匚¥の滲透し 

ートあ測リ、他方降水最の自記/?錄から险雨茴度瓦知り、こ:の両者 

から該地ぎ(こ於ける降爾嘗剽在舞出むて、こ：况|こよって該降雨匚よ 

る地液樞左計算するので、 寇格にいえば全増水量中地表流下にょ 

る部分の鼓在知Qこ:上バ出來る0育ある。全増木蜜申地下氷供紿匚 

よる翎分え分離する二上口实困旳にロニ)I?在行い得る方法び提出さ 

れておるが、中冋流出匚フいてし、二れび地表流下塁に氏較して甚 

ぎ少い場合はこれ左無視レて中友リ七誤リロ為い。と・2ガ增水の;K 

ぎ哲割合在うのお場合目二の部分@別の方法で分離U互け：Hは点ら 

旧い。地表流下目直椎Iこ降雨彌覆の变化・反映しなフ降雨强度が修 

透レート以下Iこ近フ杉後短時(Rで止むび、中间流出のオは二股と流 

出状况な、冥なる点わら,こ:nらふ分跛するこ?丄仁つ[)て詞故られて 

いる。

さごニの万法の基本丄有る渗送左測定す&方法は次の各種な尋る。

1.人工降雨!こくQ実験室內の測足
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2 人工隆歯匚よる野外測定

ろ 実驗区Iこ於ける自然降雨による野外測定

4 土層状態の整一巨る』、流域に・松ける降雨L流量の記錄Iこよる

=0の

こ、匚は沏I定法(こワいて送ベる二丄目省く状、こまらの方法ビよ 

リ渉透レート在測定した上二ろ匚よるよ・渉匿レート至ヂ丄する丄 

次の匍保灰ある二上な知られている。

二、に广。白初“土地の面燦Uている丄さの渉透レー Kご・チC 

は長時回の降両または給氷Iこより土地ガ充分湿グフたとMlニ起る最 

終し〜卜、节目降雨辻た目饴氷の時回•KI3一定の常敬である。霉 

する(こ渗逶レー X域土地のをりつ程度Eよフて変化し・乾燥してい 

る時匚丈で湿るIこ從フて減少い主壕匚よフて決汶フた一定値にな 

るこ丄在禾寸のであ定。二の式の表わす曲線形を港透特性上いう( 

式の九,チc, Kの値匸よフて定’まる)。滲位待性な土壌の種類、 

構莅、層位等匚よる外地表施生.地貌等の祐因孑匚よフて相違する 

ので、渗透法!こよる飾•由量の推算匚最中肝菱莉二丄ば渉透特性の同 

一 L兒佈芭れる一区知在一複合区(Complex ) ごする:こよであ 

る。即あ士地 、弛被物.その取初好の仙の條件の整一射る地区在ー 

複合区丄すQので、皆通朮域口軍複合区(Single complex 

丄見做される場合口定i くラ複合区(Multiple-complex) あ 

るなら"ゝる埸合口各複台区岳匚流出曇在算出し、 こ凋.在合計。 

たセのあ全流城からの肃出量丄するのである"

さて森林の洲朮襯命作用は一搬匚広く信せられてあり•ぎ在從凍 

の臾驗は大体匚從いて二れを裏窖きする吋ので枝あるな二股まで 

行わ統た研兇万法、す苞わ万一方に流顼の降木・!及:細かく測定し、 

他力潦量套実測Iしてこの両因孑回の阕係在統計的匚分神するよいう 

方法は•両者・の中同I二士 お山(茶瓶の土地)の滅您匚よる国子左具 

休旳Iこ:！gまえる二よ水出來® H ら、單匚綜特的(ご流切の森林の有 
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無また日その長否丄的照して、これ上河氷疫化の沃況勿傾向Lを岡 

係ずけるのみである。從ってこの万をを幾好回維療b ・で志山L河太 

の麥化Lを直莅に結ぴフけるこよ白不订能である.蓋し!こ:れすで'の 

研究方法の基礎上亙る考え目欧洲の請学者の糅フた流:®木収支の計 

真法で、この木攻受!ご的・して森林がぶう影響するなLの考之方匸基 

く’ものである。二：!?在究泪ずゐ二丄｛3学应上の興味区あり有益:5二 

丄ではあるが、治山技術よの圖邪！こフいての資料は二れ匚よって得 

られ互ひ二Lは從來刊行さ：12在執告匚よって明らなだ丄いえる.H- 

ortonが新たIこ降雨餘剽L渉遗丄の二因子左取り入北、更匚渉透 

曲線の研究から複合区の考之冬取り入わたこな匕よフて、山の一定 

の土瑕状態t：对レ地上植生ざたほ¥の阪加方匚よフて各複合区なら 

の血出が,いか匚芨るか左数童旳ピ推算い得る方沅左打方建てたこ 

Lほ一大涯歩であり,これ咨森林の河水調部’機撞の研究匚取り上げ 

る二Lによフて、從來要求さたt在リ、しなす遑成D得ななつ:E欠 

陥在補う二丄!こ互る。しなW Cook =0いフている此くこの方法！こ 

必要点データ状各地匚於I)て夢数侍ら壮るに至らば、罩(こ降而の記 

錄のみなら物理的性有の知られた流愚からの流出量の推算寸硏能ん 

百®であろう。二の万法!ご目互あ幾タの末完成の乱分次、あるな、芯 

’学関係看古二わ状完成匚協力U、この万法在信賴し得べさ実申手段 

Lb.俵困匚便利な形のテータ在與えるように百わH、治山丄治木 

計・画Lが・め・て具依的反結合左反し得.る!こ至る4).のL利は如待L/T 

いる。

(昭和26穿8日 苹田)
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地表流下量の計算匚囹ずる渗透法

Howord L. Cook The inFilYlcition 〇,- 

pproach to the calculation of surro.ce tuno-F-f.

(Trans. Amer, Geophs. Union,1946-7^6-W31

淹 云 Z
灰文岸の発達匕圏し将來の正央彖は現代左"渉遣時代"L呼成 

七丄するか:0知丸あい。L刘あく現代水文学者の流出量匚图诺る 

渗透說匚浦下る歎意丄ゝ彼’羔状ごの旁之左実用に供する爲Iこなし 

石るア大の努力よは.現代匚於ける顕者建る奉実L 〇て読めざる 

至得互い.勿論それにはこの回題に対レてか、る契味を惹く Iこ日 

論理的の理由:0ある。すべての科学丄：同族・、二の向題の新らUさ 

に惹さラけち;!vた=〇の为少く：a［し他の入々.....七uて最イ熟

兀、Iこ協力Uた人R は号額の費用瓦耍する決7k制禦や、給木 

その他の仕串の成否［ご用する地袤流下量刀推算左亿要史寸う、勇 

取点実際技術看達方ら成フている。ぎだ他のク)しースは純粋の科 

岸的契族匚よるwので,流出量の計算は水文・学上の中1［、国題であ 

り・なフ木ズ学的循璟のすべての段階在含む司のであるま実に則| 

軟された*のである。

ニれらの人々の四Iこし主壞、繪物及び氣集の分野Iこ於ける科学 

音勿ある。こ｝Uら蓮〃の動機の結果丄し>て目然守田派の人〃から 

起る非離に对沆夜るために多大の労力を管マされ、2舌E号く 

の週太反要求が臣されたし、又他の重尊点研究万面共一峙困却夺 

れ之。レなレ眞の進歩ななされ、流出量の一層正しい推算な可艦 

丄近フた。以前の方法で目死さ解沃レ得なかフた园題び今(3解な 

ねるよう匚点フた。あ、し解決日時丄して觀略百近似的のこレも 

ある。也然の結論丄して今や水文学看の装俑刃中仁K匕臭際物価 

値のある道貝灰加之らわた上いえる。

(1)U.S. Depar"tmer>T pf Agriculture, Washington,D.C.
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明らかIこ進歩氏なさわたLほいえ、滲透法は互あ初児であるこL 

は崩u有い。充分匚発達した技術的方法しして正湿匚面用兰わるぎ 

で［こは侦フて・い互い。エの方面之の適用匚あ墓旋的データーの煩わ 

しn分林左姜するし、かフすく・の場合料学的智識の代り匚判断巨用 

いるけ用ば狂ら点い。•こ：I?Iこ加えて今後の進歩点定義の浪殺・基礎 

的考え方の不徹底刃び刊行巨紀たデーターの甚だきしい二:l会エで 

飾げられている。

今や從來行われた事在顫み.進歩在坊げている向題臣整理すべさ 

時点來た,二の論艾の主まる目的Qこれまでなさあ在旬のを担譯的 

匸吟味し、將來の涯歩の基丄はるべさ考か?の原理を明らかIこし、か 

フ解決され有,けjUば有ら互い主亙る蔬冋題在一瞥するIこ肪る。

農題あ禾すようu地表流下量:の計算匚限フてある……渗透匚よ頂 

て歸利される全流量の一柯である……ヽ¥して降雨rこよフて土地に 

供跆さわた水にのみよけた。物理的仲用丄レTの彦汲の論議整この 

論艾ひら省I)を。Cの論义(こ用いた主なる用捂と記号目次|の」•う!こ 

定義する〇

渗透地表面匹通して站中(こ未の通過

チ 渗透レート(普通m/卄で表わさわる)

fP 渗透能或ほ潛在的渉既レート,叩方或時刻匚)I〔の供給び渗 

透容量t等レい办又恩これ匹趙すLきI二起ゐ渗透レート

fav 華均渗後リート・即ち水(雨)び子p匚等し。か、ま点白 
二あ在爲過ずわ曲度で供給される都回の渗透の平あレート

^；ndex 降雨量が流出童を超す降雨強顔

W-index 單―複合区！こ対・しなv建決定する丄后!じ万法でア復 

合区に対するin』ex

Wmin-index 流域び全都湿仞リ渗透能次最爪値.匚春フ石後匚起 

る降雨Iこ芯すゐWの値

Se 石効地表貯溜釦方池表貯溜丄ほらなクフたら漩岀すべきM

の深さ、エれは窪み匚/曜る木丄通也(！)勿水の渗透Uたセの 

厶.の和 、
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平 弛表流下のレート 即万或時刻に与えられた区域久ら通過 

する弛表流下のレート

I 降雨強度 地上降雨の強度で換云オれば或時刻匚地上Iこ到 

達する氷のレート ^

Ps 超過雨曇(Supra-危’in)、或る定フた殛度以上の殛度… 

•••時同クラフの面頹下表おさ起る降雨の深さ。こ氾日以術 

降雨奈・甲H ( excess —irrfmll D Lゆばれたのは漁当有・冬 

灰である况’,全く異る壟である降雨強度丄滲•あレート丄の 

羌匚適用したので格の価値灰’減ぜられた。人匚よフて目二 

の異なる二フの墨击混同している•このための混雜は進歩 

左妨げな.

荒天Mflfe] ( Storm psr'iod 軍一荒天Iこ歸すべき隆水量の起

フた賄回=荒天郎冋は普通数価の降兩叩同久ら欣る

降雨朗陌!(Rdjn period ) 一時间以上降雨の止むj上苟くつヾ 

いた期(§!、散ヒー・連続降雨の期冋

複合区(Complex) 土地,地被物刀ひ滲途曲線水作らわる條件 

の複合 - •

弛袤及び地下流出

快区地からの流出量(runo-fO区¥れなら弛球表面上在氷洲丄 

レてま万ほ地上流(Over land How)丄し・で流れる朮である, 

こ・の水の都分ほ弛表下I二百るごむ巨炬い。二れを弛表流下量と蜂点。 

他の一部は以前匚地申に入I丿後I二地惹匚戻る。ごれ在地下流出(目 

ubsurface runoff )丄呼バ°正常の河日地表流下"よ〕也下流由の 

双万次ら成り而否の割合は晴匚よフて菠る。沃氷刃時仁土層の厚い 

流微から放出されお入部分の水成通常讪表流下匕よる,しなし貯整 

能の』、’さい(土層の淺い)土地で国増水0天部分入地下"流出から成 

るごLPある。また長い骯煉期中の河朮の人初分は弛下木源から供 

給さ光る。

ョデ初”に地下市出在拘はえる二上び望ましい。彦透瓦正しく論 

ずるIこ目三フの重蓮有点が理解さ丸なげ丸ななら百い。即万⑴他

一I0 — 

表流下量のみび渗透テー 9から直捲決定さj!?る。(2)流出童!3地 

•下流出矣含むL臣は.池表流下最在全流出曇から分离し互け?H成、 

二の地域历渗透データ左誘導する二んび出來右い.(3) -<tET 

流量レートの起鈴のみび得らわる時匕地表飾TL弛下而•出L套分 

盈する方法灰ない。

第一の制限の理由白Bg庶である。水く £も地液流下の禳構匚っ 

いて後(Z論ずる丄ころで明らなヒ容わる。

第二点セ可点リ昭瞭で而る。增木把錄次地下流出在含が丄きは 

¥れ次ら謗廩した渗近しート:V index 4)遍』、であろう。これら 

口地表面の水在渗透する能刀を示すので回なく、束何の現在の状 

態の下で木茬侥留する能力左示すのである。このこLの認識を誤 

ったために不合理心結論I二到達した寸のびかくe(,し例之成Ar- 
kanscis匚めける土層の淺!.)流風で、流量記纹から導いた滲透 

•nde.xは天荒天中この如域事らの渗透能段0.。 21財hr在出で在 

いこん1こ点フた。この流域ほ森林地帶で人工降雨法による研兜ぞ 

は地表の友都分の最ノ]、滲透,能は1；ryhr在逸し乏。枚匚この增氷 

申弛憲流下び起フたLして志¥れは歩最であう匕のであうう。こ 

の種の記錄の分拘で流/び/旳互坳被物直持フ場合でも長く続い 

た面の下・でほ城域の渗透能同0仁近顼くとの説在あめるIこ至フた。 

臭際Iこ目滲透能は大であるこ丄|こ瘦リは后い灰、土堆の貯溜能び 

制限因孑しなフ匕ので祈る。

第三〃)点ゆ万地表流下量よ地下派出丄0一般匚分留司るのオ不 

可罷であるL (Jう二Lは、 亟鹿の听謂澎透データの誤フた解吹匚 

甘し・茨た普通の河川記錄なら確丹られる結果にフいて、過分の 

樂観的見解匕竝する警告丄して提出された。地下流出な恒久地下 

水面下の帯から全部旗出し池下ホ増加灰’起らない師殊の場合匚对 

しては、地下流出の推定日尚襲匚如下朮減氷曲線を延長す灼こん 

で炬され&,なあ=uう一つ〇｝特殊須場合日全弛下流出氷全地表流 

下量匚較べて甚だ少、量であ&場合で か'る場合匚は刑下流出の 

推算Iこ誤卷なあフてセ、誘導レたあ送デー 9の上匚日大した黝響
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がない。けrZ上为地下渝出水全増7kの此蛟的夫部分を点す場合、 

¥して地下术増加の起フた揚合なフ持匸館木蒂び一時的に出來 

た場合(淺〔)土層の流域の帰合の加さ)匚は里なる赤量の記錄" 

ら朮の紿源套フき丄める方法巨ない。た'る條件の下匸弛表流下 

ん旭下"矛［出L在分离する匸ほ、 地表流下丄池下流出丄在艾配する 

変数在酒立に測定する二丄が亿尋である。小、る測定0:特殊な研 

究計画匚村しての外区行万二Lが出來点いし、 又臭驗流域でもデ 

ータハ、兒金であるニら快稀で肪る。

地表派下の機構

面な渗透するしート在泡す強度で降るよつ匚・&る丄次の專び順 

次起る。U)水の溥1丨瞑が・地表に出栾卞方えの派招水能玄を。(2) 

流:nる水日地面の窪みに遡る•(う)窪み匚朮が’充たされるよ氷び 

流れ拘切る。⑷)地上の流れ日微細巨木路に入り雨裂を作リ、 雨 

裂び合してノ I、木漩在作り更’匚 

爪雨谷匚集まり次第匚主排术路 

点る河川匚入る• (5)各集木路 

匚沿うて日地表面在流れる氷の 

流无灰起る。

地表旅下・び起§!前Iこ上記の全 

行程に於いて土中之の渗透万あ 

る。渗透の演する役割日土の焉 

透能す整一強度の連轿的降 

雨!ZHUて闩号丄仁図示して切 

る。筒軍匸する庁"匚図示の例 

は区域日敬•feet平方で 土,地 

被以の他の條仟段整一である丄 

假定した。

Fig!の△は渗透レート十は 

入さ点値.で花まり、隆雨鄭回の 

初弟中仁急匚減少U . ¥の後雨

—12一 

がフゝ’く 1こ從フて苹匚百リー定値に泣フくよう匚百&。!6) U0C 

((•-06 )丄紀した曲線在示す。降雨び顽出レートび一足Iこ近っ 

くまでフ、"<百、らは、 保留レート(Retention rate)曲線丄彦 

透レート曲.線と目一致する。この二曲線の间の面積口或る与えら 

山た時期匚地表面1二保留されE水量在表わす。Figiの日日この 

地表貯溜灰降雨の初匚貯えら如る二L丄、兩が降り止わだ後|こ成 

地表潦下丄渗透丄|こなるこしれ示す‘(1 — ?s)曲線はAの¥れ 

をB仁再出したので•肪る。

Fig!快渗透び地表飾下レート在京配づる因孑の唯一の4)ので 

あるこ丄さ示す。しなレ流出し互い地表上の水のすペて(刘!表貯 

溜イら蒸発す肉书の在除く)は最後匚Q渗透によって処理される 

こ丄在認の互ければならない。权匚渗透口地表流下佐用の京配的 

因孑である。しかし上記の論考か切明ら久な様に港透水全流出量 

在夏配オ④のでら互い。ぞ泊日全流出量匚日常ビ地下流田び含ぎ 

わているからである。

地表流下量計真の冋題

滲透曲線法 .

与之られた,複合区の地表流下・レートの精密:g計算を行うに日, 

廢藉Iこい之ぱFig1Iこ説明した方法の迎である。即万与之られた 

降兩串匚成立する滲透曲線在作り、降雨申及ぴぞの後に地表吟超・ 

芥ら人グこれえの流出上流入のレート在計算するこLである。ー 

’般匚0:二れらの尊素存焙兜Iこ計算・才◎二L顷不诃游である。降雨 

中匚起q全地表:流下量互推黨する二Lの方ほ一層容易で・ある。実 

際に国風出か' 潦域のあな)部分けら出&レート在正しく知るこLほ 

実用上の興味はメい。価枚巨らば水面損ならの源出の量水曲線日 

直さに斐化する。治丸は河道系荏通& Lぎに汤潘の旳溜のためよ、 

涙無内の他の部分ならの洪水菠丄結合レて变化し平潛さ：|2态から 

である。

'Fig1が完全仁珪解される点らば地表而下量は况匚学ける請因
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テ次’不发である区域匚对してのみ莅洗|こ計算する二丄次出架る。 

(Q)雨の童丄強度.(つ渗透特性 (C)地表貯溜の精性。この內 

第二の要去は滲透を豆配する因孑でるる土壌:砲物被及ひ地表状 

態又日¥の取扳匚崗し該区项は整ーで日ければ苞らをい二L在意 

味すゐ。会、る整一点る箱合從二ヽで& 土僕一地筱ー快態の 

靄合区または面曇(ご復合区丄哗小二丄仁す如 す、での実際的の 

目的に対•して、二の二Lは流域囚のX較旳爪区増仁彦選曲線の面 

用性在制限する。盍し犯当及き点面積では主療・地被及び狀態状 

大。匚麥化するこL次よく知られてひるからである,

地表貯噩特性日;參透を交配するキの丄国ー因子……土療,地被, 

病態“…匚傾かの因孑余加之た治の1こ支配される。

以上逑べた丄ごろから湯透データゴ比較的ハさい物理的に整ー 

苞区域からの池君環下量の計算匚の以合理的Iこ使用するユ次出 

來る»この二Lia大き百複雑巨流域からの地・表沉下以、 流域在粗 

质aる建〃の傷合区からの流出量巨夫々I二計章u、これ在纬ひ合 

世で与Zら氾已降雨Iニ伴う全地表流下"最を得る二丄で合理的|こ推 

直さたる。粽桔すればこの万法はれ)源域の必要な夜合区の面讀 

L場所匹決定する。②久ゝる各複合区"に对する笏透テータ在得 

る。(3)与えられた降南匚よる各複合区に起/流下量在雄算する, 

国)すべての複合区からの地袤流下量庄焙a合せて全地域からの 

全量だ得る。

流城公らの汎出目流成在組成す為各復合区ならの須,出蚩の合計 

上して常I二考之:©けれぼほら芥h我帝看の心中仁この合計の考臣 

特フ二lほ基本的で.レな书広<信せられる考之万の誤匕対して 

保穗する二LIこ有る.有あ二迥次或種のラ複合区のindexせた 

は保敖を用いて得られる紡采の制限匚フいて书明瞭|こ寸る。

Index 法 .

mtbiicnする渗逆説は滋透曲綻!こよフで地表魂下最を？t算甘 

る亂の合理的方法夏朮文学看匚提供する外匚、栄出作用の正しい 

物理的考Z万左提供して、 流出係教にフいて以前より中優硏た発 

—14一

辰を來たタこ丄匚Wフた。これらの山のを時Lして渉透示標(ind- 

wx)丄呼びグフ眞の渗透レートLして表おすこLさ之珂る。しな 

しこれら日以前の原樹的な流出理一降雨比より七幾分夢くの因孑在 

考Z(ご入れて"13あるび,か、る保敏Iこよフて得ら丸注結果せ狼本的 

には経験的の旬のである。持(ここ泊らの!ndexは土攘一池被ー次 

態祺合区の広い範囲から成る派域!こkbて希瘴された丄き匚突驗的 

の性實互特フ。そしてこれらの!ndexesいられるゆ目"、るア‘ 

複合区の取韌匚フいて、、、ある。

この型の!ndex点厳蒔に云之成軍［ご流出保叡であるび、こ:}7ら 

!こ対して区別した名林荏つける［Lび便利である。

•これら财旋出量匚閥する渗话の考之方Iこよって出來；64)のである 

おら、 なフこれらの名秫目:已/二広く用いられているなら、こゝで反 

射透示M index丄晖ぶ二Lfこする。レなし滲透ほか、るindex 

の囚匚入フて來る因芋の只一フであるこL目明瞭匚理解されなけれ 

ぽ互らない。

潛透inde\ の特殊の種類ほそ浪を表わすの(ご記号な用ひられる。 

0indexz Wlndexぞの他の如きである。

渗 透 曲 線

渗透曲線は只一つの複合区を表わすこLび匕來るのみであるこ丄 

はすで匚示レ在如くである。ぞこでこの飾の殘リの師分は軍一複合 

区!こフqて取初うので商る二L在了醉されたい。

枝臆テータ在集仞る二丄

•冷透法の発展の現状匚於いて仗まず’粗資’料から此切る二七役常匚 

必皆で面る。ニれらのデータあ集のる匚目(Q)臭賤区任だユノ1'流厕 

或にこれら担万の降雨長及决流出蚩記錄分柝;(切:これらの記鏡な 

るで匚律らわてU质い時ほ熒驗区又ほ・爪流域在選定する;(〇')瑟透 

士'ほ亙•必妾Lする裡〃の密合区の代表的ほ水臭駿区匚人工雨甚ゆら 

丁,時!こはこわらの方広の組み合せ友必妄である"

必苞反旻礎データ庄得るの匚出全う寻くの园離:&回題自この論文
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,で!3・顼羯わ巨い；

滲透レートの希導

渗透曲線在作るの匚カーe起る回題は彦透レートの誘導である；. 

渗透は降兩墨及a流出量の測定で冋梅匚測ら泣ければ卮らぬので. 

この二l日困範/仕事である。これら後呑の変数の精密玄記錄び 

ある環合で丸、二;1?カら誘導した渗延レートは必然的匚近似値で 

ある.¥れほ流出レート灰一定でありなフ他表匚貯溜される水是 

な一定割合で芨る二lな無い丄し反け｝らない办らである。 

故t非常［ご小さい区域匚计してで朮政時刻匚をける降屬就覆丄旅 

出しートLの卷目地表貯會の发化のレート匚对レて補正した丄さ 

にの以渗透レート在表わすこ丄匚目る。她表貯溜の補正が近似的 

(このみ蕊される志の・あるから・読拿切:hE渗汪レートは¥わ自 

身近似的の书のである。

浴透曲很の爲のデータ在誘導する二フの方法白次の如<である, 

⑴通過晴同左無・視し得る場合 甚ど丿IゝさI)医価(実驗区)で

滲透・レートを藏豆強度の整一降雨の場合ば降雨强度工地表況下レ 

-K Lの差日亟時刎Iこ松ける渗透レートの力一近似値である。流 

出レートバ一定匚止哉るよう!こ巨.泊は正確匚滲透レートIこ等レく 

枝る(Figiを見よ)。流出しート次変化する间で七池表貯溜の 

影響匚対して補正匹行うこ 5出來〔引用文献Horton.1939L 
そして眞の滲透レート匚甚だ近し、値び得られる。現在で敏こり方 

法辰人工降而法で得られる纬果の分柝匚限られる。¥れ回自然隆 

雨は現在の方湛で分旃し得るほぶ充分な整一さで起る二よび确で 

あるからである。

(2)通過時岡を翅視し得互U場合 大さな区域(か流風)でQ 

雨水び降下レ匕忌から出〇母で通る匚琶する時间白浦当大きI)の 

でー陪而あ废丄流出レートの楚日渗透しートの矛ー近似値二して 

T)取る己土/X出來苞い。百あ地表貯沼在独立匚連憐的匚測!〇版け 

れば……特别苞研兜目的の外匚&かゝる測定在近似、的匚行うこ丄 

さ之Wフなしいー-…貯酒の及化のレート匚河する補正の途な自い。
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故匚小流域の記錄ハし落透曲線等導く昔通の方法ほ種口の降雨期 

间から成る隆雨を涯a・各期间の平均渗透レート在英算するので訪 

る。即ち各降雨期Iこ対・涉る後(こ論するfav•在擊くこ上である。 

これらの値花後｛こ論ずる方法で標準曲線在作るの(こ使串するのぐ 

ある。 •

才ーの万法匚よる渗透レートの誘導Iこフいて.13别にいう必要日 

命、灰、。 の計算にフいては説明在甚する。

Fig. 2- Diagram illustrating derivation 
and meaning of fav

favの値巨Fig 2 

匚図醉btあり次の万 

法で誘導される.'

(1)降両強度び渗莅能 

あ超溫する期回匚起つ 

E全渗遠量Fcほ・次の 

武で決定され◎〇 ・

Fc= P-(Ys-i- Se-t-

F<) ⑴

こゝにP本沉出在起［E雨量、vs =与之らわ在降雨Iこよる她 

表流下量・Se=有効地表貯溜(晋通推定)、Fi'=降雨強度び 

渗透罷在愁寸以前•匚起る渉透量<晉诡推定)。(.2)s^ibITcせ施 

算bを滲透レート耕容量レートで起フE館回(この即冋は降雨強 

m 港透レート荏秘イ時!こ够段リ一蒔的の地表貯怒あ無く一食った

丄きIこ怒る)•〇) fav- (h値段Fe在"Tcで険して得られる。

滲透曲線の種題 ’

•滲透曲線C03Iある;⑴滲透レート曲線<f曲線)、符定 

の降雨中の滲透レー トあ示ず;・(2)渉透籠曲線(fp曲線)、特定・ 

の降雨申の或琦刻匸於いて、¥仞時刻(ご降雨残厦パ渗透能匚•笄〇 

いひ炭七ほこ以.•を/刀点きの渗透レート直示れ(3)標韋滲透術 

地貌(標準・チp iffi•線):降雨强段灰連赣的！こ渗透能度起す或う点 

標導的降雨下の滲透しート・を示す. 一
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Fig.3 了he "three KinJs of infiltration curves

上記の］征の囲線巨Fig 

3匚図解レてある.渗逐レ 

-Sと渉透能曲線目ニれら 

の=0の在誘導し芝と正レく 

似た降雨I二の故用いら兆る 

こ丄ほ明ら力である。Uな 

し燃率曲線或一船にいブ'泊 

の降雨匚对して4)チL仆 

の近似,値を得るの匚用いら 

れる。方フ点たテー 9る戢 

標準形匸変之る二眞に』フ 

てのみ種好の土壌一地被一 

な態復合区の彦透府性の比 

賊在行うこLか出來る。

標準/p曲線の形

これまで行われた研究匚よれば異侦る複合区匚対する標準渗透 

曲線の比較的の形ほ大・匚異る。この須化匚フい・での観念且F遗4 
で得らわるび,与之ら丸打複合区匚对して各季師及ひ建Qの先行 

條件下で得られた曲線の形の相違は•渗谊法匚出て來る他の謨信 

の源因在考えるL’該複合区匚对して只一フの形の滲透曲操查使 

用するこLを妨庁るほどXさ互印のでは互い•このこ丄0湿涸状 

態匚用いられる曲線云肮煤状慝匚が寸る曲線と全弥Lして同じ関 

係的の形を特フ丄いう意味で日巨い。寧ろヂ「の～フの与えられ 

え値びニれよリ小さい値匸秽行する|二艮曲線尽同し途匚従うと1\ 

うこL在假定するのである.上にか<ーフの標準曲線在作り¥の 

苔部な窿z2の先行條件に対して用いるこ丄は基準的の宾際的方法・ 

丄ほるのさある.

生言期丄休止朗L仁妙レで異る標準fp曲線在作ることR正し 
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い改艮であるニ丄は明らかである。季飴及佃の因子にょフて曲狭 

形在赘えるこ丄が贷いか悪いかは経騷を積西匚從フて長く藏［5Iん 

して殁ること日よいであうう。

Horton〔19巧〕口広く没化する渗透曲線は次の式で表わされ 

る丄した.

十=た十(人-:Fc启Ft ⑵

この式でチc =tな増すI二從って曲線スこ丸・に程近するf (J)~ 
定値・チ。=t = 0匚Wするfの倍(当初値)、府=慌數、 t = 

時何、e =自炼妇数の基数。

この玖目標準/p曲糠を表わすの匚使われる。か、る曲線の武 

在作るこLの利益は、曲線¥のもの在表記する次再出する代り匚 

常叡主示して置けばよL)こLで、かく Uてこれら左禾す雑面を大 

匚齡約する。え,fc及びKfの如さ示標在得る二上のセうーフ 

の利:® &この曲探在得た複•合区の融理的特性を知る二丄匚囲係す 

るならである.このこ丄で物理的條件匚よる渗透符性の芨化の研 

究あ商旱匚する二上|3•明らかである。な、る密保口・末た実騷的テ 

ータの得られてい互()複合实の渗透特性在ヤ却するの匚臭際的の 

価値状あるこ丄が分る二丄日碓なである。

標準/p曲線の製作

標準ナp曲線を得る生一段階は標準丄奪之ら泣る欢態の邊足で 

ある。この沃蕙の特長日勿論曲線の使用目旳匚從フて变る。例ほ 

な人工降雨法(こよフて蓮か汉る曲線に妙しで目次の諸條件び挙げ 

られる。先行湿演状態 24踌间以前全く湿めフていた;季節.

生百鄭•；沃態・晋通夏季の状態、近く耕駐さ丸质い¥して最近の 

耕転後歩く Lか い"の降雨あり、特匕踏皮フけまた目仙の方苦で 

同站い・

莢研究で区依止鄭にやする榛準曲線か别匚作ら况を。また孤の 

団究で顷生音期の標章曲線在休Jt・即匚困ひるWあ匚茴皐匸蔣正さ 

れた。標遮曲繰はこれ在訪擊1/E-W態匚曲・しての双正誰巨結果在 

与之るのは勿論である。他の沃龍に対する地羨流下•最の計算匚は
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曲兼ぞの:〇のこな、云た口これを雨いて衬題した沢出最外匚補正 

しよければ互ら巨い。レかし幸匚亭ぐの仕辜I二採串した標準旅態 

の下で起るであろう流出量を訐算してP滿足し得られる。これが 

而能である丄する上計・算日入い匚筒軍匸垣るC

人工降雨法で得られたデーホら標準 舟 曲線の成作田比敢的 

簡皐であり.なフ散米が自然降雨に似るよう【ニ互される、即ち水 

商の大ささむ速度が自然降雨上成ヾ厅!ー垣ふ目、二紀なら繪忍曲 

探目言万Iこ地表流下瓮の訂真匚面用してよい。Horton (194〇) 

目目然降雨L異る哉水で得た渉透テー 9を補正する方法を農棠し 

匕 人工降雨テータから渗透しート、の就導13 B C論じたこ丄であ 

如試發レを條件が曠莘的互ら!3てれから決定レたナの庖日軍ご 

6キ冋日寸してス日ットレて標準曲棵ぴ得られる。自然敬ケ诂で測 

定が点されるの灰晋通であり、かつ名復合区I二村マる最終の曲親 

K該複合区左代表す&箇所のすべて匚弱する曲線を寿麓して作ら 

れる。•

棟準/P西線在歩流迎のデータから作る二LI3 —層困鹽である。 

な、るテータセ取扱う普逗の方法日・一荒天中I二起る種々の流出墨 

在起す降雨匚竝する平均渗荡レート(ヂ々"俺)在椎定するので 

ある。これらの値は渗透曲線の各部分の不均縱陛襟左示す。時同 

スケー)しの上.で伏事、る曲線の都分・漩岀是在起し在雨の降フた 

時m在占める。

ー荒天中匚数回の流出塁在起す降雨期回びあフた丄オれせ・チー 

av-の值は各降而期间に対U宜定し、事フニ泊らの(1る隆南水統 

いた丄し・て起るで訪ろう時刻匚:、時屈スケー)しつ上Iニこ｝nらの値 

をス日ットUて腰準曲線在近似、的匚得られる。これ氏fair値の 

圧厢丄峰ばれている。

Fig. 5の△に假定したチ？曲線の最度縦座標在趙づ强茂の整ー 

降雨の三期回なら威る筒寧なー荒天の場合を示す"図Iここの荒天 

中の丹の变化在示す曲線套描いtある。ごれ瓦福<爲に降雨細 

の®の 缶の恢複目0題匹明臆匚ずる篇仁・物夫してある。点あえ
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Fig.5 Diagrams illustrating problems met and 
methods used in deriving standard infiltration 
capacity curves

曲探の形日時冋 

匚よって変ら耳 

いL假定してあ 

る。帥ち降而强 

度成、港透レート 

在起す丄さ国fP 

の特定の題の回 
孤

の曲線の而辱は 

甘、て導しI'L 

假定U巳。また 

図中匚渉透能び 

嗅隙!こ示Uてあ 

るよう匚斐る后： 

らぼ吝降雨期回 

中匚見出される- 

であろうfg 
の値在示し・である。各降雨抽回中.Xで袤わしy打朗同E!標準fp曲 

線中以前に£T作用しななフ抒他分瓦示IA Mu- xの値はこの鄭 
同のチか平均値を示す。〇"の

,△図には隆市期I神日互の・回i二目面び降ら百なフたのでああなら 

孫 曲歌忍圧縮する万法国図B匸示Uてあゐぶうに互仁近いヂ己ひ 

の値なフロット豆苗!ばよい”こTIらう苹均の姒座標を通して曲線 

左備け以標章曲線の力ー近似在得られゐ-しカ'し図日& favの 

フロットした値&実瞟の曲線の末の便い部分ではは く合t>aUZ 

丄を示している。fav～を誘建・したん 业貌の都分は、凡レーの 

前の値在誘導ヨゐIこ用いら)h作部分から一都口成っている。即ち 

曲镣のニれらの部分日一県以上用いら；Hピので方る。Wれ自降雨 

上降雨の回で/pの恢復板あフた五のである。失陳上この二県使 

う二Lの影響百居刀見述さ・ている.,しなしな線の荻都分が恢復 

のた切匸二耋七使用さ：T!る巨ら口近祺的の舖正日优の様にして点

r2

£
U
1
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さ;!?る,U)’標章曲線の十ー近似在作る七訪匚補正し版いなじ 

値在用いるこ上。(2)孤,匚害き入氾るの匚この値を用し)0・〇) 

以前・匚作用し后かフた抓の卸分匚対してiavの新らしい値在ス 

Dットする.これら勿論望むだけ線リ返ZしてよいZX、実際上匚 

目常に他,の誤差を侔い、 なフ葛い稽度在得んLてるに’恩時回の浪 

置がある。

流下在起す雨が’fpよI丿ルさい強展の雨に尤れたれた丄巨Iこあ 

うーフの困鹽久起る。この厄!題日:简暈匚図c匚図解してある。チp 
匚的する当初の兩の影響匚フいて(3 W・で匚二三の假定び愆さ:Hた。 

これらのううで

S) fpの値0流下在起す强度に技るまでW減少しない丄でる 

阳らク匸正しく攻い住定・

彷)ス時刻Iこ誌けるチ?・の値はぞの晴刻ヨで匚起フた・渗誕Iこ国 

係アるLの假定,これから与えられた拥冋の聞の渗透はか 

を起す理度丄共し起るであろう渗送の或割合Nと成り•代の 

滅少恩標準的湫少のZ倍.却ちAfp (実際の)=Z•△仆 

(標準)で"・二、のz = △『/△(巨川)である丄いうこ丄 

［こ巨る。図Dに:示しEようI二陳準曲線下の卸腐の損尊曲線在 

用いて、当初隆雨期国中のナP刃袤化h図C曲線(b)のよう 

I二示される,fpが］在起す斯间匚的"して日イpび二ゝIこ假 

定した式う匚積寞渉逝瓷匸甬係する場合で山、云たHorton 

〔丄940〕が假定したように:先行降雨匚囹線’る場合でFこの 

方法ぼ正しい解答左与之る。

(C)渗透能ほ降兩残漫に翅照保匚同一レートで滅"甘る丄の假 

定・この假定から來るチp曲線日図Cの(C)に示したセので 

あ・. ^

現在で改假定び)び民い丄註れる火、.当初降而の勒響莅:正確に 

下知万る前に另くの研究厌必蓮である。

屯う一つの面倒豆同題をFig5の図E(こ図解してある。こゝ 

では网△匚用〇た降雨在海出しE拭、その间I二糸農の小さい雨の
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期回が目さ§rフている。ーフの範冋目……fpの值び地表流下を 

起ず降雨仞间下いか仁変るな? イう」つ回……favの値をハ 

力,る向歇的降兩の起る府Iこいか匚して圧福丁るこ丄水出來るか？ 

である。オーの羅而匚对する答日当初降雨の処!1!こ困い抒僅差叩 

ち假定(b)の:｛栗用で応し得・るこ丄R8日らなぞある。しなしてこの 

假定在株用アる西らぽ力ニの疑问书同時に醉かれる。ぞれ日fau 
の二フの訂窟値の同の時冋〃隔日中间の降雨申の全雨星,在この时 

回中の渗透しートで除したセの匚題る。兼言寸;!?ほ M"の藏G 

出來上フた標準fp曲線下の面積/A流下在丘す雨の圍の瑚題牛W 

際仁起る渗透匚等しいようI二置かれ范ければ看らあい。かくして 

二、であ遂次沮似法が一般匚用いら机る。試みのfp吨線を嵐下 

在越す雨の向に備き、詞み勿静间人隔在訐算Wる匕あ!ここの册繰 

から株フた值在耗く。この試みの時国〃隔斐用いてチ山’•の值を 

スDッド U ,詞みの標準fp曲貌び為かれる。時间〃隔さ計度す 

る匚明いたチpの値ガこの曲線(ご近くつDツトされ長“点ら枝 

この方法在誘導した曲線を用いて繰り返之す。図F巨風Eの匚・ヽ 

鼾回匚对Kるんs値の矛一の試みのスロット在示す。これらの 

値を通して描な丸匕曲線を用いて先に諭じた二重計算の影響に好 

レての補正建必愛坂らば行クニとび出來る。

Fig.5に用い;5例旧このオえ方丄原理丄び弱曼に了解さ：Hた反 

らば一層複推したr場合匚寸容易匚温田し辭るニLを旭明す西巳あ 

’に筒單にした丸のである。•

ノ|、溯J或のデータの取极匸应ー、荒天のデータひら衰い康•拿曲㈱苞 

謗境するニL日矣際的に不而葩であるこよ在認め及けれ反為ら巨 

い・普通のマり方むタ数の荒天に対する曲線在読辱しなフごゝれら 

のすべて在考慮して最後の標準曲線を佗るのである。 •

以上の硏究丄F頌•5の网虹封用流项のデータなら瞟鬃子〇亞粽 

のが作匚於いて出遇われ点冋題在示し、办フー層の研究の必春を 

强誦すおであろう•こ壮らの而題阿スのり。 く愛約丁ることな出- 

る。
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(1)標準｛p曲線の急恩或白鋭く曲フた都分日iav値で正確t表 

わすことび出來須い。それはナ血・ゐ値はマ、長I、府间R隔在覆う平 

均縱座標であるならであ•泌ざ液& これら長い時向は標準e曲線 

の巍U弯曲L寻くの複合区の四初渗透能の高いこL在不明瞭にする雲製を持フ。

⑵ 降雨相互回の/pの恢復尽或る场合に日計直匚入；n溟けれ艮'枝 

ら必。¥して現在て小この恢復のレートにフいて知らMてしゝるこ 

上び拓/jな苞い。

0)膜準チp曲線の孤の形应不变であるごと•在假定づる必亶质ある。 

即ち/pの或与之られた値からこれよ、リ低い値への経捣匸茫いて 

曲線I5常に对ーつ経過を採る。この假定の適用度と制限LET今後 

の研究!で療定さ・れ為け氾ぜ点らな‘い。

(4) た•び値在ユロットするに日中间の降雨に对して補正レ百け死成 

耳ら互い。假定(ち)氣、る補正に对する基礎よして広く用いら 

れているび、それス充分正しい纬果区与之巨い目らば、 ご犯を檢 

定し更に良法つ：兒出直れ目け；)！ば巨ら巨い・

(5) 丹」り弱い強度の当初降雨の影響は計算にスれなけれは巨ら互 

い。現在で以顾定0)が用いられる。

(6) 瑚の値在葛度の精密さで沃定づるのほ困戰である〇特t地衣 

貯溜に对して浦される補正&BQ不正確である。¥してこのこ丄 

状、データから尊参れ匕標準曲線は降雨の初期の间匚あるべきょリ 

モ鋭く互いこ丄である。以上の向題の团究匚加’之で二の方法で得 

られた曲線L人工降雨をで得られたあの上の比較匚フいて宇くの 

研究び行われる二上在巷する。

海透曲線の考究を終る匸当フてニれらの曲線のすべて状脂慾的 

I二近似的のすので初リ,近似の程度日使用した基礎データに」る 

のみで®< .ヨ石誘導方法匚汶る二上・匚注念左喚起し,言けれぱ点 

らほい。渗透曲線在遂当Iこ困いる匚はその先行條件在充分に檢訂 

レ点ければ巨ら点いLいう二上に点る。

渗 透 示 標
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う透禾標の種領以ニれらの示廉耳誘導寸&方法丄同様寻数ある.一 

瓶Iこすべて二れらの方法の言く ロ全降雨即回(または時Lして薮回の 

降雨期回から成る全’荒天Iこ対Uて)Iこ対し、后!ーの雨匚よフて起され 

るで兩ろう流出量の堆定在点す石めの係数を得る二丄で而る.示標口 

昔通降雨量の実際の測定上流最測定による涼岀壑丄から決定ざれる。

禾標の三フの型万ー微二,旧いられる。(&)超過雨童(:Supgmin) 

丄流出量左等覆する二とで尊が泊る示牌.(6)降雨鄭旧!中の平均渗透 

レート左表わづL思わ,れる示標。軍一複合区匚酋して日これ・jav 
である。亨複合区の流地匚计して回z：の論艾で目W-index.丄弥す 

るこ：上にする。(G長くフ、'いた雨の後に到逢Uた最爪滲透レート在 

表わさん上する禾朦。寺複合区匸对しW-index丄同一方法で年導 

さ、れる互らばこ位日 Wln-lndex 上師ばれる。

◎— index ' ,

この示標口皐匚弛表贏下重 

匚等しい兩の深さ以上の降雨 

强度(超過爾量)である。3 

の値日超過雨量胞線在布きこ: 

の旺線匸沉下量を入れて誘導 

寸るこ5出來る。ヤのマリ 

方は Fig b匚回解して回る。

0-index日單一複合区に 

対Uてマ又君くの複合区瓦含 

む複筮百洲域に对してセ誘導 

し傳る二L以勿論である。

星一複台d匚対して|淑Fig. 

Gを見て分るよう|こ実際匚起 

つ在流下童在生ずるために雨

蠻から炬引かるべき水最の整一・レートである。実桀仁Qこの差引きの 

レート)3 一定でし反<、’かフ独り湯透匚よるセのの或で点く、畑］表貯 

遡によるセの中ある。中の値白滲透丄貯溜の影潔を液わすから、これ 
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Fig.6 Diagrams illuslruting derivation, 
meaning, and use of the </> 
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•^inchesRunoff -* 0.20 ー〇, /33
［对5S时=02

网 Surface Runoff

F；g,7 Simple illus+rdtion of reason for 
vM。十ioc of -P with intensity

こ 口 証明される。けれ 

ぶ中多複合区I二对レて以 

この禾標の意義が不明瞭 

である.このこ丄は湿域 

〇)レ3日不透木性で、1/3 
ほ耕地、他の］オ日草生 

我Iまたぼ亦弛である上い 

う假想的の漩域に对して 

すの値在計算し•で図解す 

るL分る。假匠丄して① 

これらの複合区から起る 

の日地衣流下たけ己上オ 

る。⑵•・この流撤匚整ー 

强度でそ41F丸02, 〇、5, 

1.0, 2.0及び3.0」ジ"

村正\j < 0保皆レート(Retention rate) 方が渉透示標

顼ゝうより司良い。

ゆの値(こ竝する地表貯督の影響は彦透童び地表貯溜Iこ比較し< 

大百るとさ日慢少、［ご過W反い。故に渉透能の大百る地)戒匚派爾び 

降るよぎ!3中の値は血の値!こ基栏近く点る.他方池表貯沼び 

全渗透資匕比藪して大愆るLさ田ゆの値は F よりもQるかじ 

ズきく百るであろう。ニの欢恿白比較的不透木性の弛域び強度の 

大巨る炬時间の兩Iニ逢フ点よさI二通常起る二Lである。

叩の値について更匚完全匕不透水性枝如面で•等离線!こ沿う敵・ 

貯木潘或は自然の穿aびある・&めこ地表貯溜能び大愆爲假定的の 

流域について考之て兒る。が、る地域匚豪雨びあラを丄する七ぼ、 

丄し幻探言2in (二も及広よえ自可百2大房の』ヾ歩弛表に貯溜毎・ 
ごの土辭の中の熊は六で士油：ぞ火はgす溪字専の志
めで渗资の尺度上S炬らるいのは明らかである-

以上のモ Lから暈一複合区に対して目々ーinde・ほ容易Iこ了解
し得る物理的意義瓦特フ
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各々匚対する流下量は分布 

型の外日各変歡日技ら点い 

丄して計算してある。¥ b 

て髭びと在起渦する鄭向

Oiatjrom C

0.35

Time

中、fpR先きに論じた假定

Fig. 8 Diagrams Jlluatrating effect 
of time distribution of intensity 
on 〇

分布理 6
Mr

厶 。、・〇

B 〇.^ 〇

C 〇’ 3 S

ヽ5回‘の降雨?;各Q一時间降フたLする「⑶ 源域の滲透の特性 

Mる回の降雨中斐ら点l、Lする。模言す的ば各変敬日期度在除u 

で斗言降雨中I51-C作用bた丄假定する.5降雨目F用•7匚図示 

L 'Iある°

各您兩に站し初初の3ス日ック日天〃不遂木区,耕地及び・草生 

国小らの流下:ffiを示す。員後のスDックf3全流:@からの流下I!丄 

中の値な在示す。囲匹見るL中の德感次のように変る。

雨の強度状増デ匚從フて中の値 

は増し 一定値Iこ近ずく二上板注 

意される。こ汎.日温度侦高いぼ 

ど降雨中流下在記涉面積の割合 

ガ、天きく頌るからで、お透能が 

雨の強度丄共に増す匕めで g 

い。

中の値日はた降雨西度型 

口影響される。二のこL& 

F蛇•8匚図辭さ湘る。© t 
日同一量で同我の强度で日 

ある次強度の時间分布が異 

るj回の雨パ、示リ'である。

懇度

必・ 
〇. q 〇、！ 3 3 *
〇, S 〇.^ 3

■' /. 〇 〇."
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ib)\Z從フて变るよ改定した。•强度の大芝点短時回の而では変化R 

吏仁大とほるであろり。

伝ひ i Windex

W~ index日軍一複合区I二曲レてチ"ひを導いたL同一方法で( 

Fig-2 K見よ)/複合区にWして縛られる,この示膘上f时上ば 

軍複合区に対しては同一量丄匠るこ上は函ら"である。’レかし、 

fav 日実際の4)ので说明し得る物理的意義え特フ仄、ヲ複合区に 

対して氏この示履日後に示すよう匚この意養在特匕点い。この政 

匚後者に对して!3•異巨る記号を用いる方び、良い。

蚩fav日:普通襟準滲透能曲線を作る達申で計算ミれ示標丄して 

は用いら况,日い。W-index区広く大混顼仁竝して使用され、時 

として薩の渗透レートを表わす丄の印象の下仁I用いられる。

先きI二明らなにしたよう!こなひ日渗透曲線の或部分の孤の平均 

縦座魏在表わす。示標Lレてなひの値在使用するのU主をる困疑 
肾特别の場合の外巨.筋導された血の値な曲線のこの部分在表 

わすな左いう二丄氷出來点い点にある。

こ,の特别百場合のーフ囘降雨グ渗透レートを越3大さ枝强度で 

始点る時である。この際チの値は与之られた條件匚对し晴刻〇 

スらk云での渗透能曲線の平均縦座襟在表・わす。セうーフの場 

合侣分祈ブベ巨降雨期回I二尤立フて長し‘、 降雨びあり渗透しート成 

一定|こ枝フた上見られる時である“故にれびは渗逝びほヾ一定値 

匸近づく外また目マれ匚達した時の標準渗透・曲線の都分の平均縱 

座標を表がす。

W-index 〇•0-lndeXがあ複合区流域にMレて符つ以上の眞 

の物理的意義在持た点い。•

Wmin - index

W函n-Mdexほ拄常Iこ湿フた状態に航するV-indexであ如 

ニれ屈昔通故ケの降雨期回から尻る長い危天の終りの降雨期刷Iこ 

貯レて計算ご'れ股大洪水量在推算するのに田いられる。か、る極 

端荷状態匚竝してはゆの値丄Wminの值と田ほヾ同一に互るこ上
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が見出されるであろう。

この示標は流域在宿成する寸弋ての複合区の最小渗透レートの 

平均(画‘債の吏み冬フけた)匚近いものである。この場合’は極端 

夜決水を起す狀惡匚而る已の匚源城のすべての部分灰流下量瓦記 

すよう仁愆フでいる；

すで・匚迷べたように次)る耗端点欢蕙に荊してほWminとゆの 

値上ほ同一 I二近ずくのであよ。

禾標の区别

使用される示標が弟い二L'ハフ二泣らを誘導する方法ガ一會 

穷い二丄ゝ、標建的の記号び未ポ齿I)こ丄を考えて、すべての示 

標目四瞭に区妙はれ自けれ耳巨ら宜・殆辰の状莊で息示朦登区 

别Iづる唯一の立1全百方法日求位在誘導レた方法注記載する二Lで 

ある。

滲透曲線の使甲

渗透曲線の使用I二フいて日回題の性宜上利园し得るテータの種 

類Iこよフてやり万な決反る。与之られた隧雨匚先行する実際の狀 

態I二フいて独立の測定が行われてい履い時に信山困攏匸柑遇する, 

Y リて¥の当府の矣際の状態の下で特定の降素に』って起る、芝 

流出量の推寛び尊求さお.るのである。しかし実際に起る向讀のす 

ヽ"復飛であるとはいえ百、し比較的容易Iこ解決するこLの出 

來る特別仞•间題日環ズ洪木洲出量の施策である•この際街皐匚す 

るた初の假定白・地顷全部が先行する降雨の昆め匚湿のフていたん 

すゐこLである。ニれ改湿油狀慈仁於しゝて得在滲透曲線を補正す 

る二丄点く £ク)云、使用ヨる二丄が出來る。立うーラの特殊な場 

合口降而折に実際の土湿の測定上狀態の観測丄侦行われ点丄きで 

ある。実際匚・あ、、る記錄は実驗区匚めいての訊得られる。レな 

し重安を仕串,刀場合口日碰究の初あ匸当っで記錄慝策のための或 

鄭间在置きか、る則定五行う:Z£ほM能である。股(ここの研究で 

・も・の事清によフて特課の場合丄して計Mを箇昵にい精雁苞結果
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在得る二5出來る:祺言すれぬ渉透題線の使用上の制限ほス部 

分麴理的でうるより书経洛的の为のである。

ナベて爾訖ダ・イアクラム匚渉透也線花題弔する匸目キリ方の主 

霎な•段階!2同様である。二花る次に説明しFi^-J匚図解してある, 

⑴ 与•こられち降雨の瑾度一時回クラフの上I二渗透曲線在犯く。 

•⑵爾童ノラフの下で渗透曲線から上の面谴を測る。二;Hは余剽 

降両でづなわ’ちそ丸び降ったLさも参透し互い雨量で派下するひ 

又風地表Iこ泞溜し彷に渗透L蒸発［二戚るもので冴る。余到降雨・な 

与之られた整一強度以上の雨量丄混同して故有ら互い。後者は二 

の論文では超面降南上峰ばれる中のである。6)ニれ仄誤降雨!二 

よフて生ずる全地表流下噬である。

このやリ・方恩:基本的に巨筒軍であるび実際の濕用に日章I二困離 

百疑向び起る。これらの嶷回の因匚ほ:(の雨び降り此め在時刎 

仁危D・る质闵废匚对守る当初渗透能はどれだけであるか？ E丿 

渉透能办降雨強度在也す期同中匚渗透能ノ入・こう寇るか? •初即降 

雨及び流下を起す降市鄭间の间の登段の弱I)即［§］|こどう疫るか? 

(Q前後の降雨瑚®の回Iニ滲透能び〔、な匸恢後するか? (d)季 

節‘の影響日ような?(⑵ 地表貯溜の影響I二対・レていか匕補正す 

るか? これらの面倒百回題の各々仁フいて丽單互考究冬して見 

よう。・

尤行條件の影誓

•城降雨の初めI二たける渗趙能又快¥の代りに渗透曲線上の或点 

の時刻在推算万るたあ匚易<の方法が展用さ'れ乏。¥の目的&降 

南型式I二関して選・定した渗透曲線上の点の位置在決あるe丄であ 

る。

一般の方法は当初渗就能L尤行條件の或示度との间の囹係点求 

のるにある。普過行われる假定日降雨前の地域の混めリ度ガ・京配 

因子である丄い なつかゝる示度8土湿丄密危な相国びある丄寸 

る二士である.実際の主湿の訓定目試骏叵匕於いてのみ得られる 

のであるなら冋題目曾通次の二フIニ点る。力ーt0湿のリの実用
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旳の示度直見岀づ・二と、 スにはいなIニしてこ:の示度を用いて少初 

港透能或日蒜隼滲透能曲繰上の点さ見出すかである。

Horner (194 3^ 状 Tex&s 州の Black hands t I' 
て見出した先行する湿リのーフの示度目次のよう匚表わさ紀る.

M = R + M/ My ⑶

こゝでF& =渉透能が〇、4时/hrの値に下る凌での降而中Iこ起 

る全渗透,Ma=P^雨の前了〇日®に起る渗透量の重みをフけた 

值の植車、£ Y U重ス日〇日以前匕曲しての1から10日前の〇、4, 

30日前の〇、i |ニ渎る中の.My=‘降雨の前3°日に終る40 B 

向の至均降雨量在越す.艾たはこれ以下の雨量の5%。

合萊國農務省の用い甘先行條件の示標日手くの決爪諷節法に於 

いて次の或で表わさ光る.

Z (う丁)れ=P-/！十P2/2 + •一十明 ⑷

こ、でPn=流出墨を計算すベぎ降雨(Z先立フん番日の日に松 

ける雨量・7zの値目実用上忍81°日なら2°日の回である。

この示標过Pの値の代り仁渗透水深を用いた方な土湿Lの昭倪 

&宠粧である。Fの値な二の式のPに代用する二丄灰出次るけれ 

どる降木量在イ吏用する方び耕地匕フし)・ての取扱で口重耍を利点び 

ある二L在指疝し巨けれ艮幅ら互い。それ自降朮墨の示崔&雨滴 

の打擊の影窖廷反映してあり、 二の打蠻び保護され有し、土の渉逐 

能套但下寸る因孑で歹るならである。

先行係件の示標Lレ・て用いら沒る为うーフ伝)书のは降雨直前の 

流量である.二のこL匕潛丕假定目就煤即の湿量顷地下氷位に密 

保し,これ且また土湿匸阕係づる丄い・うのである。けれど旬地表 

何にたける土湿丄地下水面上日夏に！3•用係び互い。なぜ侦らばこ 

の季節I二日降雨の入部分からの涝透白地下朮面まで到達し互し、ハ 

らで击る。苞枝又休止期匚» 一般に日信嘴すヾさ相隔な•演立レ点

〇,

現在で目上匕論じた.示標と渉近能Lの回の用保13蓿殊点仕華仁 

时して入エ降雨L流下量丄の臂别店研究る行フて新導し百ければ
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互ら以・苦通E存の実验区又快巢賤流域の記錄在用いて互される. 

大工降滾あ匕よる最近の研究日先幵條件上滲透能Lの向の相用在 

こつ方沅I二よワて定切る二上の可能性在示した。

涅フたえ行・條件丄假定レてよい揚合！ヨ向題ほ大匚筒軍匚百るの 

日勿論で・歹る。

降雨法度の弱い回の滋遼能の変化

•この冋題ご妇・ゴる基礎日標準fp題線の作成匚ついて先さに論 

りた二L匚合玄竹ている。現在で顷その考究Iこ述べ点假定G)の 

適用以上の食法顷見出W'れてい巨い,標準/p曲淀ハら宾際の・彦 

透曲線在作るなすの方広日:必l)団究して見泊巨分る。或時刻Iこを 

けるfpの値巨推覓する標準介曲新の積宣タイヤク・ラムの便甲 

法成冃宕•了匚国解してある.

渗遣能の恢復 »

或復合区仁竝して降兩期相互回I二渗途能の板復づる二丄&突驗 

区：宗た反ル府域の記錄の分析また日人工降雨法の使困によフで原 

さ双互ければ商らほし"現在で日不幸にしてこの種のテータの別 

行された中の口不足で特妹Mtt車匸计Uて日特I二研咒する外互い。 

け犯匚守次)る報巻在一層字く刊行する二上Q規定的のやり万の 

宅餐在可能に"3・るレ・ME使用匚便利百形にしてデータ左刊行す 

◎ぶう仁ほるニ七あ期待さ淞る" .

孥節の影饗

季筋目渗透作用上¢7)眞の種立变数では色°。これほ3?しろ変数 

詳匸竝する便宜急名祢左与之る複合の一種で商る。これら度数詳 

つ內の重華な=0のは土中み生物活動、 湿頂、 及3、固型り方である。 

季節の影響目先行土建丄は注意してn别し苞ければれらほい。± 

§或季節中口普通遅めフてあり’•ニれ灰この季節の渉我能在便下 

•臣出る二丄ロ直で務る。レンし土湿の影智丄孝師的影響丄目、他 

の麥敬顷套合中匕¥のま、史してセニの雨者在区別する方灰、よい。 

蠢期・にい之ば季而的影響を主ずる各独立変数日別〃匚渗透ヒ圈係 

するZ入ら、最後［二口これな分ける研究がなされ怠ければなら点い。
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そろヨHは季師的仿補正日必要か百くほるであろう。

半曲の彩罂匸フいてより夢くの報宣な刊行されるさで目・渉透 

説の通［田I二フいてこの因孑び与かる場合匚は滓妬の研究在加える 

こ丄次必翌であろう。

地液貯溜の影響

この国題の鮮決は先匚逑べた他のこ上、同様匸回題の弛域匚通 

困し得る特殊のデータの分析在窣刁る•挨言すればーフの值び已 

刊のデータさ参照レて得られるよころまでこの分郛&未E発展し 

てい互い。しなUこの冋題の解・決の石め匸実曉朮分净者の心配金 

着和する二フの秀え方灰ある。キー虫大さ质荒天の婦合でこれほ 

実際水分学吾び奨味な持つ寸のであるび・貯昭の推蔓匚太され誤 

是〃あ.フてセ計裏派出量匚Kさ苴剧I合の誤差在生、け為いこ丄であ 

る。加二に目地表貯溜日沉出量回趙中匚入って来る他の因テの或 

=bの、よ、う(こ学く.の变敬匚密保する中ので目互い。与之られた地 

被状態ヤ、耕斬の取扱に?Tレて地表貯溜目すべ下の土や世界中の 

じの都分Iこ竝ひて寸ほヾ同樣である〇 ¥丸故Iニー農与えられた地 

被ぐ取核に曲して因孑が決定されるLこれ在広く使用するこ上灰 

出來る。

已［ご行わ淞石多くの硏究で得た紛果を刊行すれば、地表貯溜の影 

醫にフいて現任必耍な知識富充;6レて余りあるであろう。

示 標 の 使 用

ョ複合区示標ば義格匸いえ成これを導いーE上同じ雨源域及び 

状態にのみ用し)る二Lび出來るこL&先に示した加くである。け 

れLセ昇教のハ、る示標び降雨中流烦・の異色る種〃の場合匚つ日 

C得ら壮る&らば、なフヨた乃み底遷択な顽流域匚フいてるされ 

るならば有価含推算在為し得る。Lすなぐ松ゝる示標&況量丄雨 

蹬丄の皐万る比其た国加鱼レ」卜丄降雨强・受丄の比である保教の 

上匸進歩在來匕した。しかレかゝ磴元標の便用目渗透説の合理的 

適用L凌る中のでほ点く、云た二H・らを甲I)て得点精果は常に経
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レ

驗的の旬のであるこLを認め巨けれ做方ら点

示鷹目帘Iこ數ケの降雨鄭同か、らほる荒天trruT eu互ぐ、個 

〃の降雨瑚匚莉して謗導され爲フ適用されI§けれ目互らない.

示腰日二泊在誘導し・方法か知られている焉合匕の放こ担匹用 

いるの灰利巧である。危せ:&らば逝用はこれ在誘導レ点二丄の襄 

逐してあるならで初る。

indexの適用

-indexの潼困顷段点商軍である”ア複合区U对して推寡す 

る場合匚目超過降兩曲線灰普通作ら浪る(Fig,bを見よ)。二 

の曲線を降雨強度のスケー)レ上に’の或選定しE値在取フて入汎 

る。他の軸上のこの中匚相乌アる値日降爾によって生す&流下屋 

である。こあL同一の鈴果日超週降雨曲線を作ら点く丄ん降雨遅 

度クイアクラムの中匸等レ(、)強葭在密す邯うの面睛在弘ラ二乂 — 

ターまた顷ヤの術の万宏で削るユLで版される"

■f-a.v i W- inciex の適甲

W^indeX荏適用する方法目これ臣計篁しと方法の莪宓:tレで 

扬る。渗透が容量レー・卜で起フた期间TcM兩の薛贋一時耐クラ 

フぎ見なフ流项の灯!識から推定される•このTcの値仁血の 

採車値凌SほWを乗じて量Fc水得られる。当初渗透量F<の 

容i•積!3ZA <して降雨クラフから決定され•かフ讪表貯1溜Seは流 

塀の知織から崔算さ以る。二れら仞最が分れ目•地表江下嵬软日 

次の武で計気エれる。

・『=p —( Fc 十 Fl 十 Se ) (5)

Wmln-lndex の商困

この示標目:最犬洪水宏憲の推算にの放用いら沮る"太荒天に姊 

、して田式(5)の量Fi'LSe L日ー蔽に流下量匕比較して』、であ 

るから二沮在無农してよじ｝。か、る專倩の下で派下量目e-ir>a- 

ex匕よるL同様匚計算する二丄ハ出來る.一般の場合にほW- 

min-index «由十北乂と同一方法で"られる。

示標の選定 ’-•
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軍複合区から成るナm预匚・する示標在誘導する匚は商隼百ゆー］- 

ndexより巨面倒だび 郷 示樣を訂・算アる方が我分有利である。 

レなしヨ復合区・流城を取援う匚目0-indexより日参・少よ〔、かW- 
indexでう有利では巨U。W-lndexで得ら泣る.より・よい結 

果在号する百らば渗透曲線を用いて個々の複仓区よリの流下:iを 

計璋い示標法口角てる方灰一般によい上さns)o

代表的示薦

中の量L¥の疫化L直説8日オ而値R篇末のうI用文献中(こ与えて 

ある。

’、尊 約

以上で滲透法がー股の便用匚便利でなフ信頹出來るものIこほるだ 

めに解決レ互ければならなI、請®題匚ういて連べた。これら在流下 

量在計算辻•し上する我術看の寧京する形匚愛約守るこL灰出來る。

これらの霊求の大部分は物理的作困Lレての淋透をよく理解万§ 

こ丄であるのほいうまで书ない。渗透せのあの匕フいてほこの論文 

で考究してい愆いZX、隠された囘顕の冒の性質から主なる欠、点艮滲 

通の物理及び化学の知識の愆いこよであるゆ 日明ら水である。=\)U 

この欠陥沃充たされる有らば旨くの回題は海え去るであろう。UZa 
し基横如識の賞困ルら救う二' L I二加えて実際飯街者は複合区の広い 

範囲I二对レて次の如き理求荏特フ。

(D滲透能か•降雨強陪を趙寸鄭面中の湯透能の夜祀の経義的如識。

(2)或降雨の初匚於ける乌初渉透能在下却する万活。これ匚枝尤 

行條件の示度の定め方L很フこれらの示度の当初渗透能よの阕 

係在定展さttる二と在要アる。

0)降雨の止んだ耶血中の渗遂能の板復にフいての知識..

⑷源準渗透能曲線の将位にフいての組織的表わし方持匚降兩彌 

度・尊節及び国様の因子っこれら曲線の比較的の形に及ぼ夜影

智。,

(5)滲透I二及ぼ下季節の影醫或は季師的診響在支配す為因孑匕っ
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いての実験旳知識-

<6)地表貯・溜の影霎圣施算寸るー唇面当履るデータ。この目的匚 

舛して以地表貯扇を直燧測れるL二ろで人工降雨実駿を行うべ 

きである。

(7)渗透データの誘藻匚対い 及び弛宏血下重の定まった計算法 

匚対"する一層適当な方法上技街・

'(8)滲透データ在得る在めの人工痙雨法の能力丄制限にフいてよ 

.<理解する二丄、その装置長沈方法の標準化。

(9) 大流垣ならの流出量左測电し訐真流出量丄の直炬比較の拿数。

(10) 広い範囲の状態にフいて渗逆テータ互ア星匚刊行bわフ終極

的匚はこれらのデータを使用匚便宜节よう|二組織立てる二'L。

最後匸与えられた物理的特性の複合区,匚荊U特肌点宾験的データ 

A Mu場合匕』、禮準・透能曲粒杏作る二との出來q方法る展团し 

履けれ日点ら玄い。この二上ほこれらの物理的の属性丄宾驗的に決 

定した曲線の爵性(武中の常敎として表わさ:;Hる书の。ジメンシ 

ョンの熙い図示その個)Lの風の阕保の研究によって垣ミれるこ丄 

灰鄭待さわる。

賢 点 の 篇! 萼・

,次にこ、に再記する必要ある耍点臣摘記甘る。

‘⑴ 渉透法の甚だ重を巨道旦ではあるびなあ発達の初期匕あり、

こあが直く困いられる日まで匚日ラくの回題を解決しラ屋のテー 

タバ刊行さ松ほけ沧寸をら百い。

(2)あ透データを用いて如表流下易のみ京決定己れる。反対匚荡 

迅テータ段地下流出臣含放流出量の測定から目誘導する二丄び 

出來点U。

⑴ 渗透法の厳格点通用は流下重は冬複合区匚归し加々!：:計・貫レ、 

勇複合区なへの酒出鑿.快ニれらの値查合計し芝七の宜あるニ之 

在安する。二勿方・法在也！こずるこよあ出來反い二丄目明らう•で 

ある。故匚個日の恩合区匕芯する您透阳線顷分複合区の沉域の
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贏出蛍&函蚩の記錄スら日謗導する二上が出來点い。

④ 重複合区からの流下量の計算の唯一の合理的方法日滲铤曲線 

の使用による书のである。

(5)浴透曲線に通がある。如一降兩せえはー荒天中の実際 

の渉狂レートの茨化在示すTの、 (b)渗透能の時回匚よる麥化 

在禾すユの.(c)標準港透能曲綿。

倍)渗透示雇巨こ光在適当匚選定しなフ使用する后ら戚导くの目 

的Iこ適する派出量在莅宜オるこ上が出來る.量複合区に对bて 

はこれら禾操过充分の物理的意義びある"ヲ複合区流域匚対"し 

て日物凝旳意義び不明賺である。皐複合区に甘Uてセあ複合区 

仁对bてセ示糠左用いて得た結果日經験的点书の丄考之られる。

⑺すべての渗透データ!St0れ在導いな方法の充分互記載在して 

定ければ百ら巨い。この［上匚よってのみデータの正しい濾用 

び点され得る。
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